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生善院（猫寺）

城泉寺 🚻🚻

球磨川

山上八幡神社

＆

谷水薬師…ぜひ行きたい名所だけど、後半の上り
坂。体力やスケジュールに相談の上…。

JR肥薩線

あさぎり町

湯前町
多良木町

水上村

球磨川

Cafe Rosy+ （サイクリングロード近く）
サイクリング中に必ず寄りたい好立地カフェ！倉庫
跡を改築したおしゃれなお店は豊富なカフェメニュー
のほか、月替わりランチもあり。
［営業］10:30～16:30 ［休］不定休
［所在地］球磨郡多良木町多良木96-1
［TEL］0966-32-8478

青蓮寺 🚻🚻

王宮神社 🚻🚻

レストラン徳丸
（湯前駅すぐ前）

みんな知ってる名物「ちゃんぽ
ん」はサイクリング中の塩分補給に
最適なんだけど、ほかにも、とにか
くメニューが豊富で。そして最後の
とどめ？特製カレーパンの持ち帰り
も魅力的過ぎという…。
［営業］10:00～16:00、17:00～21:00
［休］1/1
［所在地］球磨郡湯前町1792-7
［TEL］0966-43-4000

Cafe Rosy+

庄籠製菓舗

兼田製菓舗

A

C

D

B

庄籠（しょうごもり）製菓舗
（国道219号沿い）

塩豆大福や焼き菓子など和洋菓子が目
白押しのお店。長さ50センチ！のロー
ルケーキもぜひリュックに入れたい…。
［営業］8:00～20:00
［休］不定休
［所在地］球磨郡湯前町1830-5
［TEL］0966-43-2119

C

かねだの黒棒 兼田製菓舗
（県道43号沿い）

店名のとおり、ウリの「黒棒」はぜひ
キープしたい逸品。ほかにも「湯前線
の思い出石炭ショコラ」や季節のス
イーツも人気。
［営業］7:00～20:00
［休］不定休
［所在地］球磨郡湯前町1844
［TEL］0966-43-2122
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A

48

143
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太田家住宅 🚻🚻

幸野溝

43

日本遺産

トイレ

サイクリングロード

くま川鉄道

🚻🚻

湯前

多良木

あさぎり

人吉(温泉)

人吉ＩＣ

錦

相良
山江

水上

鉄塔の手前を右折

めでたくも日本遺産に認定されている人吉球磨のお寺や神社、自然風景を自転車でめぐる
ＭＡＰ。話題のカフェ、有名ランチに絶品スイーツまである、欲張りＭＡＰ。

“がっつり” サイクリングじゃなくっても、こんな感じで自転車、はじめてみませんか。

あさぎり駅 発（サイクリングロードへ） ⇒
⇒ 王宮神社 ⇒ 青蓮寺 ⇒ 生善院猫寺 ⇒ 徳丸（昼食）

⇒ 床籠製菓舗 兼田製菓舗（おやつ購入） ⇒ 太田家住宅
⇒ 城泉寺 ⇒ 山上八幡神社 ⇒ 谷水薬師（おやつタイム）

⇒ 白髪神社 ⇒ あさぎり駅 着 ※各名所での滞在時間…10分

🚻🚻 A

🚻🚻

ここから
サイクリングロード

B
湯前

球磨川沿いを爽快に
43

次の名所までひたすら漕ぐ。

260

43

①折りたたみ自転車（ ） ②チェーンキー（鍵） ③スマホ
④普段のジャージ・靴（※） ⑤リュック（飲料、飴、タオル） ⑥お金
※「サイクリング＝専用の服？」って心配ご無用。持ってる服でも十分です。
※本格派サイクリストの方は、専用シューズで文化財の床を傷つけない等配慮を！

今回のルート（約 ）

用意した物

※ざっくりＭＡＰです。ルートの詳細はスマホ地図アプリで検索してください。
※掲載スポット以外にも日本遺産あり（観光ガイドアプリ「日本遺産 人吉球磨」もぜひ。）

～ 日目 （サイクリング後） ～
温泉 ＆ 球磨焼酎を堪能しつつ市内泊

～ 日目 （日本遺産＆名所めぐり）～
国宝青井阿蘇神社、永国寺（ゆうれい寺）、
人吉城跡、焼酎蔵、球磨川下り など

サイクリングロードと
別れて球磨川を渡る

219

王宮神社

青蓮寺

バテたら無理せずショート
カットも

白髪神社

城泉寺

徳丸

このあたりを拡大してます

谷水薬師 🚻🚻

ユノカフェ

浸かって、呑んで、
翌日は人吉観光

🚻🚻

＋
＋ランチ

＋スイーツ

＋鉄 道

西峯ラーメン

🚻🚻🚻🚻

人吉で輝いている人

く
ま
川
鉄
道
の
あ
さ
ぎ
り
駅
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
人
吉
球
磨
地
域
の
日
本

遺
産
の
構
成
文
化
財
や
飲
食
店
な
ど
を
網
羅

す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
「
日
本
遺
産
で

自
転
車
は
じ
め
る
旅
」が
２
月
に
完
成
し
た
。

個
人
で
企
画
し
自
費
発
行
し
た
の
が
、
人
吉

市
役
所
職
員
の
池
下
さ
ん
だ
。

　

市
役
所
の
企
画
課
交
通
政
策
係
で
公
共
交

通
に
関
わ
る
仕
事
を
す
る
池
下
さ
ん
。
地
球

温
暖
化
や
鉄
道
、
エ
コ
通
勤
促
進
な
ど
に
携

わ
る
う
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
折
り
畳
み

自
転
車
に
出
会
っ
た
。
最
初
は
運
動
不
足
を

解
消
し
よ
う
と
乗
り
始
め
た
が
、
一
般
的
な

自
転
車
よ
り
も
速
く
、
軽
い
乗
り
心
地
に
驚

い
た
。
排
気
ガ
ス
が
無
く
地
球
に
優
し
い
こ

と
や
簡
単
に
折
り
畳
め
て
専
用
の
袋
に
収
納

す
れ
ば
鉄
道
な
ど
に
持
ち
込
め
る
こ
と
な
ど

か
ら
「
住
民
の
健
康
増
進
や
地
域
の
観
光
を

盛
り
上
げ
る
道
具
に
な
る
の
で
は
」
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
掛
か
っ
た
の
は
昨

年
夏
か
ら
。
ル
ー
ト
は
鉄
道
と
並
行
す
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
日
本
遺
産
、
グ
ル
メ

情
報
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
紹
介
で
き
る
よ
う

選
ん
だ
。
休
日
を
使
っ
て
ル
ー
ト
を
５
回
巡

り
、
所
要
時
間
の
確
認
や
飲
食
店
の
取
材
交

渉
な
ど
を
実
施
。
マ
ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ン
も
自

分
で
手
掛
け
、
半
年
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。

　

折
り
畳
み
自
転
車
の
可
能
性
を
広
め
、
地

域
活
性
化
に
力
を
注
ぐ
池
下
さ
ん
。「
こ
の

マ
ッ
プ
か
ら
折
り
畳
み
自
転
車
に
興
味
を
持

つ
人
が
増
え
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
」

人吉で輝いている人

▲池下さんが発行したマップ。両面刷りで
　道順などが分かりやすく記載されている

▲スポーツタイプの折り畳み自転車は軽く
　漕ぐだけで、長い距離を進むことができる

いけした えいじ
昭和49年１月20日生まれ。O型。球磨郡球磨村出身。
人吉高校から福岡県立大学へ進学。平成８年に人吉市
役所に入庁し観光振興課や環境課を経て、現在は企
画課交通政策係長を務める。人吉球磨地域のサイク
リングマップを自作したほか、Facebookページを立
ち上げて折り畳み自転車でのサイクリングについて情
報を発信中。マップは、くま川鉄道株式会社などで配
布。詳しくは「人吉球磨でおりたたみ自転車に乗ろう」
(Facebookペ ー ジ https://www.facebook.com/
pg/folding.hitokuma/)まで。

気
軽
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
生
活
　
　

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

サイクリングマップを自作し発行した

池下 英治さん
（願成寺町）

2018   MAR 3
03 お人よし

04

－

05
第15回ひとよし温泉春風マラソン
フォトリポート

06

－

07
話題をおって

08

－

09

勤労青少年ホーム教養講座・サークル
受講生募集
国民年金保険料の学生納付特例制度

10
広報ひとよしは４月から月１回発行に
変わります
高齢者の肺炎球菌感染予防接種

11

－

13
情報ひろば

14 はい、こちら消費生活センターです

15
COOL CHOICE
ようこそとしょかんへ！

16
日本遺産を訪ねて
保健センター子育て通信

17
ひとよしのおごちそう
市長日記

18
わが家の愛

アイ

ドル
人吉市地域おこし協力隊です
編集後記

19 みなさんからのおたより

20
Hitoyoshi information ／あなたの「いつ
までもわが家でくらしたい」を支えます

「ひとよし温泉春風マ
ラソン」ファミリーの
部のスタート。５千人
を超えるランナーが、
晴天に恵ぐまれた早春
の人吉を駆け抜けまし
た。大会の様子は４～
５㌻をご覧ください。

PICK UP NEWS !

二人の未来をともす竹灯籠

告白タイムで複数の男性が一人の女性に告白する場面も（上）／男女が協力して竹灯
籠作り（下右）／竹灯籠が並ぶ鍛冶屋町公園。３月21日（水）まで飾られる（下左）

　

結
婚
し
た
い
男
女
に
出
会
い
の
場
を
作

り
、
未
婚
や
晩
婚
に
歯
止
め
を
か
け
て
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
「
未
来
予
想
図
Ⅲス
リ
ー」

が
２
月

10
日
に
鍛
冶
屋
町
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
人
吉
商
工
会
議
所
青
年
部
が
主
催
。

　

鍛
冶
屋
町
通
り
の
街
並
み
保
存
と
活
性

化
を
計
る
会
が
商
店
街
活
性
化
の
た
め
に

取
り
組
ん
だ
「
鍛
冶
屋
町
ひ
な
あ
か
り
」

と
連
携
し
て
実
施
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
郡

市
内
だ
け
で
な
く
県
外
か
ら
の
参
加
も
あ

り
、
20
～
40
代
ま
で
の
男
女
63
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
男
女
が
協
力
し
な
が
ら
取
り

組
む
竹
灯
籠
作
り
や
交
流
会
を
通
じ
て
親

睦
を
深
め
た
後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
告
白

タ
イ
ム
。
男
性
か
ら
女
性
に
告
白
し
、
男

性
が
持
つ
竹
灯
籠
に
女
性
が
火
を
と
も
す

と
カ
ッ
プ
ル
成
立
。
見
事
、
９
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。
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“ 日 本 遺 産 と 球 磨 焼 酎 の 里 ”

第
15
回

１

２
３

４

５
６

７

８

９
10

11

12

13
14

15
16

17

1819
2021

第
15
回
を
迎
え
た
「
ひ
と
よ
し

温
泉
春
風
マ
ラ
ソ
ン
」
を
、

２
月
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
は
第
一
中
体
育
館
で
開
会
式

を
開
催
。
選
手
を
代
表
し
て
久
保
田

規の
り
ふ
み史
さ
ん
と
息
子
の
悠は

る
と斗
君
、
啓け

い
と斗

君
（
北
泉
田
町
）
が
「
温
泉
街
を
吹

き
抜
け
る
爽
や
か
な
風
を
全
身
に
感

じ
な
が
ら
家
族
と
走
る
楽
し
さ
を
か

み
し
め
、
家
族
の
応
援
を
力
に
変
え

て
最
後
ま
で
走
り
抜
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
選
手
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
俳
優

の
宇う
か
じ梶
剛た

か
し士
さ
ん
が
参
加
。
開
会
式

や
表
彰
式
に
も
登
場
し
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
大

会
当
日
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

５
１
７
３
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ハ
ー

フ
、
10
㌔
、
10
分
の
１
マ
ラ
ソ
ン
、

２
㌔
を
、
沿
道
の
家
族
や
地
元
の
方

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。

①「ゴールまでもう少し！」。子どもた
　ちの声援の後押しでゴールに向かう
②③⑤⑥前日からボランティアの方た
　ちがつぼん汁などを準備。今回は南
　稜高生もボランティアで参加
④前日に市民の皆さんが沿道を清掃
⑦開会式で選手宣誓をする久保田さん
　ファミリー
⑧部門１位のランナーに表彰状を渡し
　笑顔で握手するゲストの宇梶さん
⑨「お疲れさまでした！」。ゴールし
　た選手に飲料水を渡す高校生ボラン
　ティア。多くの中高生も運営の力に
⑩完走後は家族で甘いぜんざいをいた
　だきます♪
⑪⑫⑬⑭⑱それぞれ仮装した多くのラ
　ンナーが大会を盛り上げた！
⑮ハーフのランナーが一斉にスタート
⑯⑰沿道からの応援を受けながらゴー
　ルを目指して駆け抜ける
⑲「頑張れ～」。仮装して応援する方
　も沿道にはたくさん
⑳ハーフ１位の有田大

だいすけ

将さん（熊本市）
㉑選手と沿道の応援者がハイタッチ！

ゴールまでもう少し！
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館内に展示された企画展示を見る来館者コンサートの収益金を手渡す林理事長（中央）と豊永さん

　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
１
月
28
日

に
「
熊
本
地
震
復
興
支
援
事
業
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

主
催
し
た
Ｎ
Ｐ
О
法
人
西に

し
う
す
き

臼
杵
教

育
振
興
連
合
会（
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
）

の
林
怜さ

と
し史
理
事
長
と
豊
永
昭あ

き
こ子
さ
ん

が
２
月
22
日
に
市
長
室
を
訪
問
。
新

市
庁
舎
建
設
と
県
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
寄
付
金
と
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
の

収
益
金
10
万
円
を
市
に
寄
付
し
ま
し

た
。
林
理
事
長
は
「
私
も
阪
神
淡
路

大
震
災
の
被
災
経
験
が
あ
る
。
少
し

で
も
力
に
な
れ
な
い
か
と
思
い
企
画

し
た
。
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
」
と
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

新市庁舎建設費に寄付
コンサート収益金の贈呈

パネルディスカッションを行う松岡市長と４市の首長ら

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
防
災
の
発
展
を
目

指
す
「
水
防
災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
・
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
８
in
球
磨

川
」
を
、
2
月
９
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
レ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
29

年
に
三
重
県
紀
宝
町
で
初
め
て
開
催

さ
れ
、
今
回
で
２
回
目
。

　

水
防
災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
台
風

や
水
害
に
備
え
た
防
災
行
動
計
画
。

全
国
９
市
町
村
の
首
長
や
国
交
省
の

担
当
者
ら
が
出
席
し
、
講
演
や
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
そ
の
効
果

や
課
題
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
最

後
に
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
防
災
を
今
後

よ
り
一
層
推
進
し
、
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

防災計画の推進を宣言
水
み ず

防災タイムライン・カンファレンス

松岡市長から表彰状を受け取る社会福祉功労者

　

人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
人
吉

市
共
同
募
金
委
員
会
が
主
催
す
る

「
人
吉
市
社
会
福
祉
の
つ
ど
い
」
を
、

２
月
16
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で

開
催
し
ま
し
た
。
町
内
会
長
や
高
齢

者
相
談
員
な
ど
福
祉
関
係
者
ら
約

４
０
０
人
が
参
加
。

　

長
年
に
わ
た
る
援
助
活
動
が
評
価

さ
れ
た
社
会
福
祉
功
労
者
や
協
助
者

な
ど
計
58
名
５
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
活
動
報
告
の
ほ
か
、
認
知
症

に
関
す
る
映
画
の
上
映
を
実
施
。
松

岡
市
長
は
「
市
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ず

健
康
で
あ
る
こ
と
が
一
番
。
生
き
が

い
あ
る
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

長年の援助活動に感謝
人吉市社会福祉のつどい

これまでの支援に対する感謝の気持ちを発表する若村君

　

第
二
中
校
区
で
始
ま
っ
た
人
吉
市

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
が
10
周
年

を
迎
え
、
２
月
３
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
レ
ス
で
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
校
関
係
者

な
ど
１
５
０
人
が
参
加
。

　

 

第
二
中
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

か
ら
始
ま
り
、
活
動
報
告
や
教
育
現

場
か
ら
の
声
な
ど
を
通
し
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
西
瀬

小
５
年
の
上
村
萌も

も

か
々
花
さ
ん
と
第
二

中
の
若
村
匠し

ょ
う

君
は
支
援
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
を
発
表
。
最
後
に
、
さ

ら
に
活
動
の
輪
を
広
げ
支
援
か
ら
協

働
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
を
参
加
者

全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

支援から協働へ
学校支援地域本部事業10周年記念大会

松岡市長に答申する山下委員長（中央）と伊津野清徳副委員長

　

人
吉
市
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策

定
・
運
営
委
員
会
が
１
月
29
日
、
介

護
保
険
を
運
営
す
る
事
業
計
画
で
あ

る
第
７
期
人
吉
市
介
護
保
険
事
業
計

画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
（
平
成
30
～

32
年
度
）
の
素
案
を
松
岡
市
長
に
提

出
（
答
申
）
し
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
に
松
岡
市
長
か
ら
同
委

員
会
に
計
画
の
意
見
を
求
め
、
委
員

会
で
は
５
回
に
わ
た
り
計
画
内
容
を

慎
重
に
審
議
。
答
申
後
、
山
下
三
郎

同
委
員
長
は
「
計
画
で
高
齢
者
が
爽

や
か
に
暮
ら
し
生
き
生
き
と
活
躍
で

き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
市

で
は
答
申
を
基
に
今
後
３
年
間
、
介

護
保
険
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

介護保険の運営計画を審議
第７期市介護保険事業計画を答申

　

明
治
42
年
に
全
線
開
通
し
た
肥
薩

線
に
焦
点
を
当
て
た
「『
１
０
０
年

レ
イ
ル
肥
薩
線
』
企
画
展vol.2 

ジ

グ
ザ
グ
、
ぐ
る
っ
と
ど
う
動
く
？ 

大
畑
ル
ー
プ
線
・
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク

の
走
り
方
」
が
、
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
2
月
15
日
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

館
内
の
一
部
に
設
け
た
ス
ペ
ー
ス

に
、
日
本
で
唯
一
併
用
さ
れ
て
い
る

ル
ー
プ
線
と
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
の
解

説
や
模
型
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
毎
週
水
曜
日
が
休
館
日
で
入
場

は
無
料
。
企
画
展
は
3
月
27
日
㈫
ま

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

く
ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
県
南

校
の
「
女
性
の
た
め
の
農
業
機
械
講

座
」
が
２
月
９
日
、
上
林
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
県
立
農
業
大
学
校
が

市
な
ど
と
連
携
し
て
開
催
し
た
も
の

で
、
郡
市
内
外
か
ら
14
人
が
参
加
。

　

講
座
で
は
、
農
作
業
事
故
の
３
割

が
女
性
で
あ
る
実
態
を
受
け
、
農
作

業
時
の
注
意
点
や
機
械
の
手
入
れ
方

法
を
学
習
。
最
後
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー

の
運
転
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
農の

う
そ蘇

夏な
つ
み美

さ
ん
（
井
ノ
口
町
）
は

「
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
を
覚
え
て
損

は
な
い
と
思
い
受
講
し
ま
し
た
。
怖

か
っ
た
け
ど
意
外
と
簡
単
に
運
転
で

き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

女性の農業経営を応援！
女性のための農業機械講座

トラクターを運転して田んぼを実際に耕す参加者

ジグザグ、ぐるっとどう動く？
M

も ぞ か

OZOCAステーション868 企画展

記念の賞状と盾を手にする担当者たち

　

第
61
回
熊
本
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

（
熊
本
県
広
報
協
会
、
熊
本
日
日
新

聞
社
主
催
）
で
「
広
報
ひ
と
よ
し
」

が
広
報
紙
・
市
部
門
と
広
報
写
真
・

組
み
写
真
の
部
で
入
選
を
受
賞
し
ま

し
た
。
広
報
紙
・
市
部
門
で
の
入
賞

は
８
年
連
続
、
広
報
写
真
・
組
み
写

真
の
部
で
の
入
賞
は
５
年
連
続
。

　

今
回
も
受
賞
で
き
た
の
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
結
果
で
す
。
い
つ
も
快

く
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

大
切
な
情
報
と
笑
顔
を
お
届
け
し
、

分
か
り
や
す
く
楽
し
く
読
ん
で
も
ら

え
る
広
報
紙
を
目
指
し
ま
す
。

これからも市民の皆さんと
広報紙が県広報コンクール２部門入賞
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納付 学生納付特例 未納

障害基礎年金・遺族基礎年金の
受給資格期間に入るか？ ○入る ◯ 入る ×入らない

老齢基礎年金の

受給資格期間に
入るか？ ○入る ◯入る ×入らない

年金額に
計算されるか？ ○計算される ×計算されない ×計算されない

※
保
険
料
の
後
払
い
（
追
納
）
は
、
保
険
料

が
安
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済
的

に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
を

利
用
せ
ず
に
保
険
料
を
納
付
し
、
さ
ら
に
口

座
振
替
の
早
割
制
度
や
保
険
料
の
前
納
制
度

の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

追納した場合は年金額に計算されます
※追納は保険料が高くなる場合があります

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎
０
９
６
５

︲
35
︲
６
１
２
３)

、
市
保
険
年
金
課
国
保

年
金
係
（
☎
22
︲
２
１
１
１　

内
線
１
２
２

２
）

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
も
国
民
年
金

に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例

制
度
と
は
、
所
得
が
無
い
学
生
が
、
将
来
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
事
故
な
ど
で
障
が
い
が
残
っ
た
場
合
に

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
本
人
の
申
請
で
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
学
生
の
方
は
、
学
生
納
付
特
例
だ
け
利
用

で
き
ま
す
。

● 

学
生
納
付
特
例
制
度
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト

① 

本
人
の
所
得
だ
け
で
審
査

　

本
人
の
所
得
だ
け
で
審
査
す
る
た
め
、
世

帯
主
の
所
得
が
高
く
通
常
の
保
険
料
免
除
の

対
象
に
な
ら
な
い
学
生
で
も
、
本
人
の
所
得

が
な
い
場
合
は
学
生
納
付
特
例
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

② 

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
給
可
能
に

　

学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
け
が
や
病
気
な

ど
で
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
障
が
い
の
状
態
に
応
じ

て
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す

る
ま
で
の
国
民
年
金
加
入
期
間
の
３
分
の
２

以
上
の
期
間
、
保
険
料
を
納
付
・
免
除
・
猶

予
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
も
し
く
は
事
故
直
前

の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
が

条
件
で
す
。

● 

申
請
の
方
法

　

年
金
事
務
所
か
市
保
険
年
金
課
（
市
役
所

西
間
別
館
１
階
）
の
窓
口
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
、
学
生
証
の
写
し
か
在
学
証
明
書

が
必
要
で
す
。

申
請
は
毎
年
必
要
で
す

　

学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
遅
れ
る
と
、
申

請
日
前
に
発
生
し
た
不
慮
の
事
故
や
病
気
に

よ
る
障
が
い
で
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
現
在
、
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
の

あ
っ
た
在
学
予
定
期
間
が
終
了
し
て
い
な
い

方
に
は
、
４
月
上
旬
に
申
請
書
（
は
が
き
）

が
届
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

● 「
納
付
」・「
未
納
」
と
の
違
い

● 

過
年
度
分
の
追
納
額
は
？

○ 

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
10
年
前
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る

た
め
に
も
追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

○ 

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降

に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
、
承
認
を
受

け
た
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

○ 

保
険
料
の
追
納
に
は
納
付
書
が
必
要
で

す
。
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村
を
管

轄
す
る
年
金
事
務
所
（
市
内
在
住
の
方
は

八
代
年
金
事
務
所
）
で
納
付
書
を
作
成
し

ま
す
。
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

　４月から、勤労青少年ホームの教養講座とサークルが始まります（４月 13 日（金）開講予定）。
どの講座も初心者から楽しく学べます。教養を高め、出会いや交流の輪を広げてみませんか？

勤労青少年ホーム教養講座・サークル受講生募集！

～初心者大歓迎～

対 象 者　原則として 39 歳未満で、市内に住んでいるか市内で働いている方。
　　　　　ただし、定員に満たないときは 39 歳以上の方も受け付けます。
日　　程　４月 13 日～平成 31 年３月 ( 講座＝月３回、サークル＝月 3 回程度 )
時 間　午後７時～９時
場 所　市勤労青少年ホーム（旧人吉高等看護学校・現保健センター）
申込期限　４月 5 日（木）までの午後１時 30 分～５時（金～日曜、祝日を除く）
申込方法　勤労青少年ホームに直接申し込んでください。講座開催曜日が違えば複数の講座を受講することもでき

ます。
問 合 せ　市勤労青少年ホーム（西間上町２６４６－１  ☎２４－３８７１）

 　＝サークル活動（仲間が集まった自主活動グループです）　

学
生
納
付
特
例
制
度

曜　日 講座・サークル名 場　所 定　員
講師・

サークル代表者
教材費(月額)

月

華道(小原流) 会議室② 20人 永田 和子 １回の講座につき
1,000円

茶道(裏千家) 会議室① 10人 宗村 宗裕 1,500円

ファイトネス
（トレーニングダンス）

体育館 20人 漆坂 美和 1,000円

火
書道 会議室② 20人 柿本 浩美 1,500円

よさこい鳴子踊り 体育館 30人 徳川 禎
よ し か

郁 1,000円

水

料理 中原コミセン 15人 大久保 典子 2,000円

ボクシング(ボクササイズ) 体育館 20人 岩本 靜男 1,000円

三味線 会議室① 15人 簑田 よし子 三味線レンタル料
2,000円

軽音楽 会議室② 10人 福屋 新一 1,000円

居合道 体育館 15人 森島 久志 模造刀レンタル料
1,000円

木
着付け 会議室① 10人 岩﨑 典子 2,000円

陶芸 石野公園 20人 髙場 英二
三原 真二 2,000円

第１・３木 ウクレレ 会議室② 20人 佐無田 学 １回の活動につき
300円
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情　報
ひろば

人吉市役所 ☎２２－２１１１( 代表 )

住　　所　〒 868-8601 人吉市下城本町　
　　　　　１５７８番地１
開庁時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
 　　　　   （木曜日は～午後７時）
開 庁 日　月～金曜 ( 祝日を除く )
ホームページ　
　　　　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

人吉市関連施設
カ ル チ ャ ー パ レ ス ☎２４－３３１１

ス ポ ー ツ パ レ ス ☎２２－１６８８

水 道 局 ☎２２－５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎２４－８４２０

石 野 公 園 ☎２２－６７００

人 吉 城 歴 史 館 ☎２２－２３２４

鉄 道 ミ ュ ー ジ ア ム ☎４８－４２００

チャンネル

地デジ

３

人吉市の情報を配信中！
テレビ（データ放送）を利用した住民情報サービス

視聴方法
① ＲＫＫテレビを視聴します
② リモコンのｄボタンを押します
③「デタポン」を選び「決定」を押します

人吉市関連サイト

お
知
ら
せ

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん｣

へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

3
月
14
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

西
門
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

散
歩
「
春
よ
こ
い
！
」

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

︲
９
５
６
６
）

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど

異
動
申
告
は
３
月
中
に

　

軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
農
耕
車

な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
市

外
転
出
、
廃
車
、
買
い
替
え
、
所

有
者
変
更
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た

と
き
に
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告

が
な
い
と
今
後
も
税
金
が
掛
か
り

人吉市公式
インスタグラム

ま
す
。

　

異
動
が
あ
っ
た
方
は
３
月
中
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類

な
ど
は
各
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
50
㏄
〜
１
２
５
㏄
の
バ
イ
ク
、

　

農
耕
用
小
型
特
殊
車
、
そ
の
ほ

　

か
の
小
型
特
殊
車
＝
市
税
務
課

　

諸
税
係

●
１
２
５
㏄ 

を
超
え
る
バ
イ
ク
、

　

軽
自
動
車
＝
熊
本
県
軽
自
動
車

　

協
会
（
☎
０
９
６
︲
３
６
９
︲

　

７
９
２
０
）

防
災
行
政
無
線
を
使
っ
た

訓
練
を
実
施
し
ま
す

①
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

に
備
え
、
３
月
14
日
㈬
に
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ 

ア
ラ
ー

ト
）
の
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ

ま
す
。
当
日
は
、
午
前
11
時
ご
ろ

に
防
災
行
政
無
線
か
ら
訓
練
放
送

を
行
い
ま
す
。

訓
練
放
送
内
容

　
（
チ
ャ
イ
ム
）

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
×
３
回
繰
り
返
し

「
こ
ち
ら
は
、
防
災
人
吉
市
で
す
」

　
（
チ
ャ
イ
ム
）

②
今
回
、
情
報
伝
達
訓
練
終
了
後

に
、
市
内
の
小
中
学
校
で
「
弾
道

ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の
行
動
訓
練
」

を
行
い
ま
す
。こ
の
訓
練
の
た
め
、

学
校
敷
地
内
な
ど
に
設
置
し
て
い

る
防
災
行
政
無
線
か
ら
訓
練
放
送

を
行
い
ま
す
。
訓
練
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
放
送
内
容

　
（
チ
ャ
イ
ム
）

「
た
だ
今
か
ら
、
訓
練
放
送
を
行

い
ま
す
」

　

国
民
保
護
に
係
る
警
報
の

　

サ
イ
レ
ン
音

「
訓
練
、
訓
練
。
ミ
サ
イ
ル
発
射
。

ミ
サ
イ
ル
発
射
。
ミ
サ
イ
ル
が
発

射
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

頑
丈
な
建
物
や
地
下
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
」
×
３
回
繰
り
返
し

「
こ
れ
は
、
訓
練
放
送
で
す
」

　
（
チ
ャ
イ
ム
）

※
気
象
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
防
災
安
全
課
防
災
安

全
係

　

成
人
の
肺
炎
の
25
～
40
㌫
は
、
肺
炎
球
菌
と
い
う
細
菌
が
原
因
で
、
特
に
高
齢

者
は
重
症
に
な
り
や
す
く
注
意
が
必
要
で
す
。
予
防
接
種
の
対
象
者
に
は
平
成
29

年
４
月
に
申
込
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
方
は
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
接
種
期
限
】

３
月
31
日
㈯　

※
た
だ
し
、
実
施
医
療
機
関
の
診
療
日
・
診
療
時
間
内

【
対
象
者
】

①   

市
内
に
住
ん
で
い
て
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に

な
る
方
で
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
方

②   

市
内
に
住
ん
で
い
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

の
機
能
に
障
害
が
あ
る
方
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
障
害
が
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
）

【
申
込
方
法
】

申
込
書
を
市
高
齢
者
支
援
課
窓
口
（
市
役
所
西
間
別
館
１
階
４
番
窓
口
）
に
お
持

ち
に
な
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
木
曜
日
の
み
、
午
後
７
時
ま
で
）

【
申
込
期
限
】

３
月
15
日
㈭

※
申
込
期
限
を
過
ぎ
る
と
接
種
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

【
接
種
料
金
】

個
人
負
担　

２
７
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
員
は
無
料
）

【
問
合
せ
】

市
高
齢
者
支
援
課
元
気
・
長
生
き
係
（
☎
22
︲
２
１
１
１ 

内
線
１
２
３
４
）

肺
炎
球

感
染
予
防
接
種
は

３
月
31
日
㈯
ま
で

高
齢
者
の

笑 顔 を つ な ぐ 広 報 紙

H I T O Y O S H I  C i t y  P u b l i c  R e l a t i o n s

　

い
つ
も
「
広
報
ひ
と
よ
し
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、「
広
報
ひ
と
よ
し
」
は
毎
月
１
日
と
15
日
の
２
回
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

４
月
か
ら
毎
月
１
日
の
１
回
発
行
に
変
わ
り
ま
す
。

　

よ
り
見
や
す
く
分
か
り
や
す
く
、
今
ま
で
以
上
の
情
報
発
信
を
目
指
し
ま
す
。

発
行
回
数
変
更
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
も
引
き
続
き
「
広
報
ひ
と
よ
し
」
の

ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

発
行
日　

毎
月
１
日
（
１
月
は
15
日
に
発
行
。
発
行
日
が
土
日
曜
・
祝
日
の
場
合

　
　
　
　

は
翌
平
日
）

問
合
せ　

市
企
画
課
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室

　
　
　
　
（
☎
22
︲
２
１
１
１  

内
線
２
２
２
２ 

・
２
２
２
３
）

４
月
か
ら
月
１
回
発
行
に

変
わ
り
ま
す

15
日
号
は
次
号
３
月
15
日

号
で
終
了
し
ま
す

４
月
か
ら
毎
月
１
回

１
日
発
行
に
変
わ
り
ま
す

広
報
ひ
と
よ
し
は
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「
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座
」
で

子
育
て
力
ア
ッ
プ
！

　

子
育
て
中
の
家
族
の
た
め
の
講

座
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

期
日　

３
月
18
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　

東
西
コ
ミ
セ
ン

テ
ー
マ　
「
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
」
↖

第
二
種
電
気
工
事
士

筆
記
試
験
対
策
講
座

講
　
座

石
綿
取
扱
い
作
業
従
事
者

特
別
教
育
講
習
会

日
程　

４
月
17
日
㈫

時
間　

午
前
８
時
30
分
～

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

申
込
期
限　

４
月
13
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
︲
２
４
７
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
. 

hk-noukaicenter.com
/

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

技
能
講
習
会

日
程　

５
月
13
日
㈰
～
15
日
㈫

時
間　

午
前
８
時
30
分
～

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

４
万
３
５
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

申
込
期
間　

３
月
６
日
㈫
～
５
月

10
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
︲
２
４
７
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
. 

hk-noukaicenter.com
/

　

６
月
実
施
の
第
二
種
電
気
工
事

士
試
験
（
上
期
）
に
申
し
込
み
を

予
定
し
て
い
る
方
に
向
け
た
試
験

対
策
講
座
で
す
。

日
程　

４
月
７
日
～
６
月
２
日
の

土
曜
日
の
う
ち
全
８
回

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

申
込
期
限　

３
月
29
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
︲
２
４
７
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
. 

hk-noukaicenter.com
/

玉
掛
け
技
能
講
習
会

日
程　

４
月
８
日
㈰
～
10
日
㈫

時
間　

午
前
８
時
30
分
～

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

若
者
の
仕
事
相
談

出
張
相
談
会

　

若
者
の
働
く
こ
と
に
つ
い
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
解
決

す
る
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

15
～
39
歳
で
求
職
中
の
方

や
そ
の
家
族

【
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
平
安
】

期
日　

３
月
16
日
㈮

時
間　

午
後
１
時
～
４
時

【
球
磨
村
役
場
】

期
日　

３
月
８
日
㈭
・
22
日
㈭

時
間　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

予
約
・
問
合
せ　

若
者
サ
ポ
ー
ト

相
　
談

3
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈭
広
報
配
布
、
球
磨
川
下
り
川
開
き

祭
り
（
球
磨
川
下
り
発
船
場
）

２
㈮

３
㈯
第
30
回
石
野
公
園
ま
つ
り
（
石
野
公

園
）、
ひ
と
よ
し
大
未
来
会
議
（
SP
）

４
㈰
着
物
ぶ
ら
り
歩
き
、
人
吉
よ
さ
こ
い

祭
り
（
九
日
町
ほ
か
）、
耳
の
日
ふ

れ
あ
い
'18
の
つ
ど
い
（
東
西
コ
ミ
セ

ン
）

５
㈪

６
㈫

７
㈬

８
㈭

９
㈮

10
㈯
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

（
鍛
冶
屋
町
通
り
）

11
㈰
市
内
中
学
校
卒
業
式

12
㈪

13
㈫

14
㈬

15
㈭
広
報
配
布

16
㈮

17
㈯

18
㈰

19
㈪

20
㈫

21
㈬
春
分
の
日
、「
人
吉
球
磨
は
ひ
な
ま

つ
り
」
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
球
磨
川
下
り
発
船
場
）

22
㈭
市
内
小
学
校
卒
業
式

23
㈮
市
内
小
中
学
校
修
了
式
（
第
一
中
以

外
）

24
㈯

25
㈰

26
㈪

27
㈫

28
㈬
第
一
中
修
了
式

29
㈭

30
㈮

31
㈯

無
料
の
労
働
相
談
を

実
施
し
ま
す

　

県
で
は
、
３
月
第
１
・
４
水
曜

日
に
、
特
定
テ
ー
マ
に
関
す
る
労

働
相
談
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
（
社
会
保
険

労
務
士
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

テ
ー
マ
以
外
の
労
働
相
談
も
可
能

で
、
電
話
で
も
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

期
日
・
内
容

◇
３
月
７
日
㈬　
「（
定
年
）
退
職

に
関
す
る
基
礎
知
識
に
つ
い
て
」

◇
３
月
28
日
㈬　
「
無
期
転
換

ル
ー
ル
、
労
働
時
間
、
賃
金
に
つ

い
て
」

時
間　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
水
道
町

８
︲
６
朝
日
生
命
熊
本
ビ
ル
１

階
）

問
合
せ　

労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
☎
０
９
６
︲
３
５
２
︲

３
６
１
３
）

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ
（
☎

０
９
６
５
︲
37
︲
８
７
３
９
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

saposute-yatushiro.com
/

県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
参
加
者
募
集

競
技
種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
16
種
目

開
催
期
間　

５
月
９
日
㈬
～
20
日

㈰
予
定

場
所　

県
民
総
合
運
動
公
園
ほ
か

参
加
資
格　

県
内
に
住
む
昭
和
34

　

人
吉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
高
速
バ
ス
待
合
所
は
、
高
速
バ
ス
専
用

の
乗
降
場
所
で
す
。
自
家
用
車
な
ど
で
の
乗
降
は
道
路
交
通
法
「
駐
停

車
違
反
」
と
な
り
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
企
画
課
交
通
政
策
係

　
　
　
　
（
☎
22
︲
２
１
１
１ 

内
線
２
３
０
５
）

人吉市では任期付職員の採用試験を実施します。
採用人数　【一般事務】５人程度
　　　　　【保健師または看護師】１人程度
受験資格　【一般事務】平成 12 年４月１日以
　　　　　前に生まれた方
　　　　　【保健師または看護師】保健師また
　　　　　は看護師免許を持っている方
申込方法　市総務課（市役所カルチャーパレス
　　　　　仮本庁舎２階）などにある申込書に
　　　　　必要事項を記入し、直接お持ちにな
　　　　　るか郵送してください。詳しくは市
　　　　　ホームページをご覧ください。
申込期限　３月９日（金）
試 験 日　３月 17 日（土）
問 合 せ　市総務課職員係
　　　　　（☎２２－２１１１ 内線２１１１）
ホームページ　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp

平
成
31
年
歌
会
始
の
お
題

お
題　
「
光ひ

か
り」

※
「
光
線
」「
栄
光
」
な
ど
の
熟

語
や
「
光
る
」
と
訓
読
で
も
可
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領　

自
作
の
短

歌
で
１
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
宮
内
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

詠
進
の
期
限　

９
月
30
日
㈰
※
消

印
有
効

問
合
せ　

県
秘
書
グ
ル
ー
プ
（
☎

く
ま
も
と
家
庭
教
育
支
援

チ
ー
ム
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

　

県
で
は
、
学
校
や
地
域
、
事
業

所
な
ど
で
家
庭
教
育
支
援
に
取
り

組
む
団
体
を
「
く
ま
も
と
家
庭
教

育
支
援
チ
ー
ム
」と
し
て
登
録
し
、

家
庭
教
育
の
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
登
録
す
る
と
家
庭
教
育
に

関
す
る
資
料
が
無
料
で
配
付
さ
れ

ま
す
。
登
録
は
無
料
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
団
体
の
取
り
組
み
例

・
定
時
退
勤
日
の
設
定
、
休
暇
取

水
道
使
用
の
開
始
・
中
止

な
ど
は
お
届
け
く
だ
さ
い
！

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
早
め
に
市

水
道
局
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
】

○
引
っ
越
し
な
ど
で
水
道
の
使
用

　

を
開
始
・
中
止
す
る
と
き

○
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と

　

き
【
届
出
内
容
の
変
更
】

○
水
道
使
用
者
の
名
義
を
変
更
す

　

る
と
き

○
支
払
方
法
を
変
更
す
る
と
き

○
料
金
の
請
求
書
送
付
先
を
変
更

　

す
る
と
き

問
合
せ　

市
上
水
道
課
業
務
係

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳
代

の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費　

個
人
競
技
は
１
人
千
円

（
団
体
競
技
は
種
目
で
金
額
が
異

な
り
ま
す
）

募
集
期
限　

３
月
30
日
㈮

申
込
方
法　

市
高
齢
者
支
援
課
に

あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

一
般
財
団
法
人

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
（
☎

０
９
６
︲
３
５
４
︲
３
０
８
３
）

０
９
６
︲
３
３
３
︲
２
０
２
２
）

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

://w
w

w
.ku

n
aich

o
.

go.jp/

得
の
促
進

・
家
庭
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て

職
場
で
話
題
に
す
る
な
ど

問
合
せ　

県
社
会
教
育
課
（
☎

０
９
６
︲
３
３
３
︲
２
６
９
８
）

対
象
者　

０
～
５
歳
児
の
乳
幼
児

を
持
つ
ご
家
族

定
員　

10
組
程
度
（
要
予
約
）

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

︲
９
５
６
６
）

タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

２
万
３
千
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

申
込
期
限　

４
月
５
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
︲
２
４
７
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
. 

hk-noukaicenter.com
/

任期付 (常勤)職員採用試験

高
速
バ
ス
待
合
所
前
で

自
家
用
車
の
乗
降
は
で
き
ま
せ
ん
！至 錦町→←至 球磨村

高
速
バ
ス
待
合
所

↑ 

人
吉
IC
料
金
所

↑
乗
降
禁
止

募
　
集
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　身近な環境美化や地球温暖化対策について、皆さんに耳寄りな情報をお届けします。

渋滞を避け、余裕を持って

出発しましょう

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

新刊案内

今月の紹介者

人吉のリーダーの皆さんが
おすすめの本を紹介します。

はい、こちら

消費生活
センター

です

人吉市消費生活センター
☎２２– ２１１１  内線 1215・1216

Consumption life center

困ったときは、市消費生活センター（市役所西間別館敷地内プレハブ　☎２２－２１１１  内線１２１５・１２１６）
または「消費者ホットライン」（☎１８８）に相談してください。

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
の
相

談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
必
ず
守

り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

山田 英
ひですえ

季著

かけ焼きおかず

平田 利
としゆき

之著

じてんしゃ
のれるかな

　学生時代はＳＦばかり読ん
で、気が付くと朝になってい
ることもしばしばでした。最
近では、久しぶりに一気に読
んだのがこの本です。過酷な
原発事故となった福島第一原
発のノンフィクションで、人が
極限状態に陥ったとき、人間
として、職業人としてどう行動
するのか、淡々と事実を伝え
ています。

「死の淵を見た男」

３月の休館日
５日、12日、19日、26日

場　所：カルチャーパレス内
開館日：火～日曜、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）

　

焼
く
だ
け
す
き
焼
き
、
グ
リ

ル
ハ
ン
バ
ー
グ
、
サ
ケ
の
生
ハ

ム
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
グ
ラ
タ

ン
、
サ
ト
イ
モ
と
明
太
子
の
グ

リ
ル
。
食
材
を
切
っ
て
ソ
ー
ス

を
か
け
た
ら
、
あ
と
は
オ
ー
ブ

ン
に
お
任
せ
！ 

手
間
暇
か
け

ず
お
い
し
い
ご
は
ん
が
食
べ
ら

れ
る
レ
シ
ピ
を
紹
介
。
い
つ
も

忙
し
く
て
時
短
メ
ニ
ュ
ー
を
探

し
て
い
る
方
へ
お
勧
め
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
自
転
車
に
乗
れ
な

い
。
こ
れ
か
ら
ま
た
練
習
な
ん

だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
。
す

る
と
「
へ
い
き
、へ
い
き
」
と
、

誰
か
の
声
が
し
て
…
…
。

　

自
転
車
に
乗
れ
な
い
子
ど
も

た
ち
に
贈
り
た
い
応
援
絵
本
。

３
色
印
刷
が
味
わ
い
深
い
で

す
。
大
人
も
自
転
車
に
乗
れ
な

い
頃
を
思
い
出
し
、
ど
こ
か
懐

か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

井
い で

手 富
とみひろ

浩さん

門田 隆
りゅうしょう

将著

人吉ロータリー
クラブ会長

●今日から始めるエコドライブ～環境に優しい運転～
・停止前は早めにアクセルから足を離すと、エンジンブレー
   キが作動して約２㌫燃料削減になります。
・出掛ける前は道路交通情報を確認して渋滞を避ければ、燃
   費と時間の節約になります。
・10 分間のアイドリングで、約 130cc の燃料を消費します。
   無駄なアイドリングはやめましょう。

第 21 回

　

卒
業
や
進
学
、
就
職
の
時
期
を
迎

え
ま
し
た
。
新
た
な
生
活
へ
の
期
待

と
不
安
を
胸
に
、
親
元
や
故
郷
を
離

れ
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
方
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
社
会
経
験
の
少
な
い
若

者
が
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
た
め
の
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

未
成
年
者
契
約
の
取
り
消
し

　

20
歳
未
満
の
未
成
年
者
は
、
契
約

を
す
る
場
合
、法
定
代
理
人（
親
権
者
、

未
成
年
後
見
人
）
の
同
意
が
必
要
で

す
。
法
定
代
理
人
の
同
意
が
無
い
場

合
は
、
そ
の
契
約
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
ま
す
（
未
成
年
取
消
権
）。

　

し
か
し
、
国
民
投
票
法
や
公
職
選

挙
法
の
改
正
で
、
成
年
年
齢
を
18
歳

に
引
き
下
げ
る
検
討
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
未
成
年
取
消
権
が
無
く
な
り
、

18
・
19
歳
の
若
者
が
契
約
の
責
任
を

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
な

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

寄
せ
ら
れ
た
「
消
費
生
活
相
談
」
の

う
ち
20
歳
未
満
の
相
談
割
合
は
、
例

年
３
㌫
前
後
で
推
移
し
、
ほ
か
の
年

代
と
比
較
す
る
と
明
ら
か
に
低
い
数

値
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
未

成
年
取
消
権
が
消
費
者
被
害
防
止
の

“
防
波
堤
”
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

気
を
付
け
た
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

マ
ル
チ
取
引
・
マ
ル
チ
商
法

　

全
国
の
相
談
を
分
析
す
る
と
、
契

約
当
事
者
18
～
19
歳
の
職
業
は
８
割

弱
が
学
生
で
す
。
大
学
な
ど
の
ク
ラ

ス
や
サ
ー
ク
ル
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

で
知
り
合
っ
た
人
間
関
係
を
利
用
し
、

「
人
を
紹
介
す
れ
ば
配
当
金
や
紹
介
料

が
受
け
取
れ
る
」
と
勧
誘
す
る
マ
ル

チ
取
引
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

通
信
サ
ー
ビ
ス

　

20
歳
未
満
の
相
談
で
は
、通
信
サ
ー

ビ
ス
に
著
し
く
偏
る
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、未
成
年
者
が
イ
ン
タ
ー

若
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
対
策

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
大
人
が
知
ら
な
い

間
に
取
引
が
出
来
て
し
ま
う
こ
と
が

理
由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ネ
ッ
ト
通

販
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
利
用
で

高
額
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
発
し

て
い
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
「
☎
１
８
８
」

　
「
怪
し
い
」「
だ
ま
さ
れ
た
か
も
」

と
思
っ
た
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

情
報
だ
け
に
頼
ら
ず
各
市
町
村
で
開

設
し
て
い
る
消
費
生
活
相
談
窓
口
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

転
居
し
た
ば
か
り
で
窓
口
が
分
か

ら
な
く
て
も
、局
番
な
し
の「
１
８
８
」

を
ダ
イ
ヤ
ル
す
れ
ば
、
最
寄
り
の
窓

口
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
相
談
時
間
外
の
場
合
は
、
窓
口
の

名
称
と
相
談
時
間
を
案
内
し
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
員（
非
常
勤
職
員
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消

費
生
活
相
談
員
（
非
常
勤
職
員
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
限　

３
月
12
日
㈪

採
用
人
数　

１
人

業
務
内
容　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
や
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
対

応
業
務

申
込
方
法　

履
歴
書
１
部
と
作
文

「
私
が
相
談
員
と
し
て
で
き
る
こ
と

（
８
０
０
字
以
内
）」
を
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
西
間
別
館
プ
レ

ハ
ブ
事
務
所
）
に
直
接
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

面
接
日　

３
月
19
日
㈪

面
接
時
間　

午
前
９
時
～

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎

22
︲
２
１
１
１　

内
線
１
２
１
８
）
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Mayor ' s  Diary

人吉の食材を使った人吉の伝統食の作り方を紹介します。

Vol.32

作り方

㉑

保健センター子育て通信

問 すくすく子育てセンター
     (市保健センター母子保健係  ☎２４－８４２０)

問 人吉球磨日本遺産活用協議会
　 （市歴史文化課内　☎２２－２３２４)
ホームページ　http://hitoyoshi-kuma-heritage.jp/

ふ
る
さ
と
の
食
指
南
書
作
成
委
員
会 

会
長
　
山
上 

日
出
世
さ
ん

人吉市長　松岡 隼人

素材の味とだしが香る

「とろろ汁」

だし汁（４カップ）／みそ（60～ 70㌘）／山芋（400 ～ 500㌘）

▲「とろろ飯」と白菜の三杯酢漬け（右と奥）

　だし汁は昆布とイリコで取り、み
そ仕立てにします。だし汁の粗熱を
取らないとすりつぶした山芋が煮え
て黒っぽくなり、色合いも味も変
わってしまうので注意が必要です。
　作り方は簡単ですが、味付けで家
庭のこだわりを感じるふるさとの味
です。炊き立ての麦飯にかけて召し
上がりください。

材 料（５人分）

①だし汁にみそを溶かし、濃いめのみそ汁を作って、粗熱を取る
②山芋はよく洗って皮をむいてすり鉢ですりおろし、すりこ木でよ
　くすりつぶす
③すりつぶした山芋にみそ汁を少しずつ混ぜ込んで完成！

保守文化を象徴する庚申塔
　60 日ごとに巡ってくる庚申の夜、就寝
中に体内にいる三

さ ん し

尸虫
ちゅう

という虫が人の過ち
を天

てんてい

帝に告げるという中国の教えがありま
す。これを防ぐため庚申の夜を徹夜で過ご
したのが庚申信仰です。三尸虫を退治する
には、３年間 18 回にわたる庚申講

こう

を達成
する必要があり、庚申塔はそれを無事に終
えた記念として建てられました。
　初めは宮中や貴族階級の人々が信仰の主
流でしたが、次第に民衆へと普及。江戸時
代になると最盛期を迎えます。人吉球磨地
域では、室町～江戸時代にかけての庚申塔
が 600 基以上確認されています。これだ
けの庚申塔が残るのは珍しく、庚申信仰が
大切な信仰であったことが分かります。庚
申塔は、当時の流行を現在に伝え、相良氏
が民衆の信仰を禁止することなく、大切に
保護したことを知ることができるのです。

▲道端にひっそりと建つ庚申塔。600 基以上がこの地に残っている

庚
こうしん

申信
しんこう

仰と庚
こうしんとう

申塔

思春期保健事業を実施しています
　平成29年度から市内の中学２年生を対象に、「異
性との関わり」をテーマに、思春期保健事業（性教
育についての授業）を実施しました。

　最近、性行動の低年齢化が進み、望まない妊娠を
する若い人たちが増えてきています。
　インターネットや雑誌などで「性」に関する情報
があふれ、正しい情報なのかどうか性行動に戸惑う
若者や、何も考えずに行動する若者が増えていま
す。このようなことを減らすために、「性」に関し
て正しい情報を持ち、自分の性行動や命の尊さを考
えてもらう機会をつくるのが思春期保健事業の目的
です。

授業内容
　異性との関わり方について生徒に事前アンケート
を実施。担任の先生と市保健センターの保健師が一

緒になって授業をし「異性との付き合い方」を通
して男女交際や行動選択を学んでもらいました。

生徒たちの感想
　「不安や心配なことがあったら、きちんと相談
したい」「責任感を持ち、自分や相手を思った行
動をすることが大切」「まだ心配する必要は無い
と思っていたけれど、中学生でもしっかり考えな
いといけない」など、たくさんの感想が寄せられ
ました。

　この思春期保健事業は、子どもたちが自分らし
いすてきな人生を歩いていけるように、毎年中学
２年生を対象に継続していきます。

　

こ
と
し
も
素
晴
ら
し
い
天
候
に
恵

ま
れ
、
ひ
と
よ
し
温
泉
春
風
マ
ラ
ソ

ン
を
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
前
日
に
、
準
備
を
行
っ
て

い
る
場
所
に
伺
い
ま
し
た
。
コ
ー
ス

と
な
る
沿
道
の
清
掃
、
食
材
の
切
り

出
し
、
小
旗
の
制
作
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
皆
さ
ま
の
お
も
て
な
し
の
心
と

行
動
に
よ
っ
て
こ
の
大
会
は
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
各
部
門
で
必
死
に

走
る
姿
や
仮
装
を
さ
れ
て
い
る
姿
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
仲
良
く
走
る
姿
な

ど
、
舞
台
に
上
が
る
参
加
者
そ
れ
ぞ

れ
の
ド
ラ
マ
を
人
吉
全
体
で
お
支
え

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
舞
台

を
降
り
た
後
の
疲
れ
た
体
を
、
人
吉

な
ら
で
は
の
食
と
温
泉
で
癒
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
も
こ
と
し
は
小
学
２
年
生
の
息

子
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
を
無
事
に
走

り
切
り
ま
し
た
。
大
会
終
了
後
、
温

泉
で
出
場
者
の
満
た
さ
れ
た
顔
を
拝

見
し
た
と
き
、
本
当
に
温
か
く
て
素

晴
ら
し
い
大
会
だ
な
と
ご
支
援
い
た

だ
い
た
市
民
の
方
を
誇
り
に
思
い
ま

し
た
。開
催
に
当
た
り
事
前
の
準
備
、

当
日
の
応
援
と
大
会
を
お
支
え
い
た

だ
い
た
全
て
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
。
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３歳までの子どもの写真募集中！
応募・問合せ　〒 868-8601
人吉市下城本町 1578 番地１
市企画課広報担当

（☎ 22–2111  内線 2222）
電子メール
kikaku@hitoyoshi.kumamoto.jp
↑はＱＲコードから読み取れます

連絡先を忘れずに

■ 

編
集
後
記 

■

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
身
近
な
出
来

事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
下
記
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
り
ま
す
。
3
月
25
日
㈰
必

着
。
当
選
者
に
は
賞
品
を
送
り
ま

す
。

宛
先　

〒
８
６
８
‐
８
６
０
１　

人

吉
市
下
城
本
町
１
５
７
８
番
地
１ 

市
企
画
課
広
報
担
当

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
hitoyoshi.kum

am
oto.jp

※
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　おたよりコーナーにご応募いただいた方の中から抽選で、人吉市のふるさと納税返礼品にご協力いただいている
事業所から商品をプレゼントします。皆さんからのご応募お待ちしています！ 

人吉市ではふるさと納税の返礼品を多数そろえています。市外に住む家族や友人にぜひご紹介ください！
ふるさと納税の返礼品に出品いただける商品も募集しています。詳しくはお問い合わせください。
問合せ　市企画課シティプロモーション推進室（☎２２－２１１１  内線２２２２）

■ 次号 4 月１日号のおたよりコーナーのプレゼント ■

「有限会社中
な か つ る

津留物産」の
くまもと人吉ラシク（ゆずごしょう味ラスク）５袋

　本年度から人吉市のふるさと納税返礼品に仲間入りした、1944
年創業の山の幸処中津留物産から「くまもと人吉ラシク（ゆずご
しょう味ラスク）」５袋をお一人様にプレゼント !! 
　「くまもと人吉ラシク」は老舗食品製造会社とのコラボ商品。数
カ月にわたる打ち合わせを重ね、材料の分量にこだわり完成させ
た中津留物産の自信作。「ピリッ」と辛甘い、爽やか風味の「ゆず
ごしょう味ラスク」をぜひご賞味ください。
■問合せ　有限会社中津留物産
　　　　　（下漆田町 1634-63　☎０１２０－５４－７０２０）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
平
成
29

年
度
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
「
人

吉
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
隊
員

の
日
々
の
活
動
を
お
届
け
し
て
い

き
ま
す
。

人吉市地域おこし協力隊

隊員　今
いまおか

岡  千
ち あ き

晶

すくすく成長中♪ み
んなこれからもたくさ
ん遊んでね♡

いつもニコニコの茉央
ちゃん♪ これからも
みんなを癒してね♡

お兄ちゃんたち、いつ
も遊んでくれてありが
とう♡ 

松
まつうら

浦 茉
ま お

央ちゃん 上
かみばやし

林 輝
あき

ちゃん 松
ま つ お

尾 優
ゆ づ き

月ちゃん
５カ月（鶴田町）６カ月（上薩摩瀬町） 10カ月（東間上町）

平成29年９月10日生　平成29年８月８日生 平成29年４月20日生

友希パパ・香央里ママ直生パパ・和美ママ 健一パパ・恵里香ママ

★
子
ど
も
議
会
の
記
事
（
広
報
ひ

と
よ
し
２
月
１
日
号
）
を
読
み
ま

し
た
。
子
ど
も
が
い
る
身
と
し
て

は
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
は
貴
重

で
、
市
の
方
た
ち
に
も
、
真
剣
に

考
え
て
欲
し
い
内
容
だ
と
思
い
ま

す
。

　

特
に
安
全
面
の
件
は
、
子
ど
も

た
ち
を
守
る
た
め
に
少
し
で
も
早

く
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

P.N
ワ
ン
ピ
ー
ス
さ
ん
（
下
林
町
）

●
広
報
ひ
と
よ
し
を
ご
覧
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
意
見
は
ど
れ

も
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
実
現
す

る
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
り
難
し

か
っ
た
り
し
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
実

現
に
向
け
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

★
先
日
た
ま
た
ま
鍛
冶
屋
町
通

り
を
歩
い
た
ら
公
園
が
竹
灯
籠
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
の
で
、
友

達
に
も
見
に
行
く
こ
と
を
勧
め
ま

し
た
。
と
て
も
良
い
企
画
だ
と
思

う
の
で
、
も
っ
と
宣
伝
し
た
ら
見

に
行
く
人
も
増
え
て
盛
り
上
が
る

と
思
い
ま
す
。

P.N
だ
る
ま
さ
ん
（
下
林
町
）

●
竹
灯
籠
の
取
材
に
行
き
ま
し
た

が
、
想
像
以
上
に
た
く
さ
ん
の
竹

灯
籠
が
並
び
、
き
れ
い
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
号

の
２
㌻
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
３

月
21
日
㈬
ま
で
の
午
後
６
時
～
８

時
に
点
灯
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
見
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
♪

★
２
月
18
日
、
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

で
サ
ブ
３
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
３

時
間
以
内
で
走
破
す
る
こ
と
）
を

５
回
目
達
成
す
る
た
め
申
し
込
み

ま
し
た
が
見
事
に
外
れ
、
久
し
ぶ

り
に
春
風
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
ま

す
。
人
吉
の
良
さ
を
再
発
見
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
つ
ぼ
ん
汁
な
ど

楽
し
み
で
す
。P.N

ア
イ
コ
ウ
マ
ン
さ
ん

（
球
磨
郡
錦
町
）

●
久
し
ぶ
り
の
ひ
と
よ
し
温
泉

春
風
マ
ラ
ソ
ン
は
い
か
が
で
し
た

か
？ 

多
く
の
住
民
の
方
が
精
一
杯

お
も
て
な
し
さ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
か
？ 

来
年
も
ぜ
ひ
早
春
の
人
吉
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
ね
♪

★
こ
と
し
も
ひ
な
祭
り
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
ね
。
商
店
街
の
お
店

に
飾
ら
れ
る
お
ひ
な
飾
り
を
見
な

が
ら
散
歩
す
る
と
、「
こ
と
し
も

春
が
や
っ
て
く
る
ん
だ
な
」
と
気

分
も
軽
や
か
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
春
の
風
物
詩
と
し
て
続
く

と
い
い
で
す
ね
。

P.N
春
よ
来
い
さ
ん
（
北
泉
田
町
）

●
街
中
で
ひ
な
人
形
を
見
か
け
る

と
、
春
が
来
た
な
と
思
い
ま
す
よ

ね
。
人
吉
の
春
の
風
物
詩
が
こ
れ

か
ら
も
続
い
て
い
く
よ
う
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
族
と
走
る
、
家
族
が

応
援
す
る
ひ
と
よ
し

温
泉
春
風
マ
ラ
ソ
ン
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
部
で
の
出
場
を
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
夢

は
次
回
に
持
ち
越
し
で
す
。

　

沿
道
を
中
心
に
取
材
を
し

ま
し
た
が
、
友
人
ら
と
走
り

を
楽
し
む
選
手
や
趣
向
を
凝

ら
し
た
応
援
と
お
も
て
な
し

で
多
く
の
笑
顔
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
身
も
カ

メ
ラ
を
抱
え
自
転
車
で
選
手

を
追
い
か
け
た
記
憶
に
残
る

大
会
に
な
り
ま
し
た（
山
本
）

　

2
月
18
日
に
「
ひ
と
よ
し
温
泉

春
風
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
前
日
の
17
日
に
は
春
風
マ

ラ
ソ
ン
参
加
選
手
へ
の
お
も
て
な

し
の
準
備
が
各
場
所
で
行
わ
れ
、

私
は
人
吉
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
方
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
東

西
コ
ミ
セ
ン
の
体
育
館
で
「
つ
ぼ

ん
汁
」
の
切
り
込
み
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ひ
と
よ
し
温
泉
春
風
マ
ラ
ソ

ン
お
も
て
な
し
部
」
の
女
性
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
南
稜
高
生
19
人
が
数

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
１
０
０
人

近
く
の
人
数
で
約
６
千
食
分
の
下

準
備
を
し
ま
し
た
。

　

切
り
込
み
を
し
な
が
ら
地
元

の
方
に
つ
ぼ
ん
汁
の
材
料
や
作
り

方
、
名
前
の
意
味
な
ど
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
つ
ぼ
ん
汁
」

は
人
吉
球
磨
地
域
の
郷
土
料
理

で
、
祝
い
事
や
祭
り
な
ど
に
欠
か

せ
な
い
そ
う
で
す
。
ゴ
ボ
ウ
や
サ

ト
イ
モ
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど
９
種
類

の
具
材
を
入
れ
た
澄
ま
し
汁
で
必

ず
赤
飯
と
共
に
作
ら
れ
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
ら
の
具
材
に
は
縁
起
を

担
い
だ
意
味
が
あ
り
ま
す
。「
つ

ぼ
ん
汁
」
の
「
つ
ぼ
ん
」
は
昔
、

深
い
つ
ぼ
椀
に
盛
ら
れ
た
こ
と
か

ら
そ
の
名
が
付
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
で
人

吉
球
磨
地
域
の
伝
統
行
事
や
郷
土

料
理
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

３
月
２
日
㈮
は
農
家
民
宿
「
古こ

時と

か香
」
で
人
吉
球
磨
地
域
の
伝
統

行
事
「
し
ゅ
ん
な
め
じ
ょ
」
作
り

体
験
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
も

手
伝
い
で
参
加
す
る
予
定
な
の
で

楽
し
み
で
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

情
報
発
信
中
♬

「
い
い
ね
！
」
し
て

く
だ
さ
い
^^

▲QＲコード

街
中
は
ひ
な
祭
り
一
色

で
、
梅
の
花
も
咲
き

始
め
、
今
月
中
に
は
桜
も
咲

き
始
め
そ
う
で
す
ね
。
春
も

本
番
。
早
く
一
日
中
暖
か
い

気
候
に
な
ら
な
い
か
な
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
ひ
と
よ
し
温
泉

春
風
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
か
？ 

ラ
ン
ナ
ー
や

応
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
な
ど
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
方
が
参
加
し
た
す
て
き

な
大
会
で
し
た
。
来
年
も
楽

し
み
で
す
♪
（
渡
邊
）
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吉
市
下
城
本
町
1578

番
地
１

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

hitoyoshi.kum
am
oto.jp

☎
（
0966）

22-2111　
ＦＡＸ
（
0966）

24-7869
広

報
ひ

と
よ

し
  平

成
30

年
3

月
１

日
号

  第
１

１
０

１
号

あなたの「いつまでもわが家で暮らしたい」を支えます

住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らすために、
さまざまなサービスや支援を受けることができます。

人吉市は、人吉市医師会・人吉市歯科医師会・薬剤師会・介護支援専門員協会・訪問看護事業所・
訪問介護事業所と連携し、いつまでも自宅で暮らしたい方を支援しています。

問合せ　市地域包括支援センター（市高齢者支援課内   ☎２２－２１１１）

往診をします

診療所（医師）
自宅に訪問し安心して薬
を使えるようにします

薬局（薬剤師）

往診・口腔ケア・口腔
リハビリを行います

歯科診療所
（歯科医師・歯科衛生士）

自宅から施設などへ通い、
入浴、食事などの日常生活
の機能訓練を行います

通所リハビリ・通所介護

つえや車いす、ベッ
ド、ポータブルトイ
レなどを用意します

福祉用具サービス

手すりを付けたり、段
差解消など暮らしやす
い住まいに改修します

住宅改修

介護計画を作成し、さま
ざまな相談に乗ります

ケアマネージャー

自宅に訪問し、入浴、食事、
排せつなどの介護や生活
援助を行います

訪問介護

理学療法士、作業療法士、
言語聴覚士が自宅訪問
し、機能訓練を行います

訪問リハビリ

自宅に訪問し療養上のお世話
をします

訪問看護（看護師・保健師）

「医療や介護が必要になっても自宅で暮らし
たいけど、どうしたらいいか分からない」
こんなときは気軽に相談してください。


